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テーマ設定

■課題
即席めんの品質安定化（麺重量）させるために、熟練オペレータが環境条
件等から経験と勘によって設備の動作条件を決めているが、バラツキを完
全に抑えるのは難しい。

■目指す姿
新人オペレータでも簡単に安定した製品の製造を実現出来ることをめざす。
これにより、製品廃棄コストの削減に加え、安定した製品出荷を実現する。

経験と勘による設定変更をAI技術により最適化
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※工程イメージはアビームコンサルティング㈱が作成したものを利用
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経験と勘
が頼り

安定的に
作るのが
難しい

投入量はどれぐら
いが最適？

職人の勘が必要

製品重量が
安定してない

■現状（やりとりチャート)
製品品質を安定化させるために、熟練オペレータが環境条件等から経験と勘に
よって、設備の動作条件を決めているが、製品品質（麺重量）のバラツキを完全に
抑えるのは難しい。
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■目指す姿(やりとりチャート)
周辺や材料等の環境データをエッジコンピュータ（リアルタイムアナライザー）上に
集めて、AI技術等を利用したリアルタイム分析により、品質を安定化させる設備の
最適設定値を求め、誰でも、いつでも安定した生産ができる。

データに基づいた
最適設定ができる

設備/材料から
データが取れて

最適設定が分析
できる

データに基づいて最適
投入量が入れられる。
これなら誰でも出来る。

不良が
減ったな。

不良が減って
安定生産ができる

アンドン
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実装システム構成

③分析結果表示(画面変更)

クラウド
（AWS）

①ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ（多変量データ）を使ったPMMLﾓﾃﾞﾙ作成
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＜工程イメージ＞※
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データ収集

②PMMLﾓﾃﾞﾙによる
リアルタイム麺重量予測

※PMML:Predictive Model Markup Language

※工程イメージはアビームコンサルティング㈱が作成したものを利用 検査器
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今後の計画

10-12 1-3

業務シナリオWG

5A01実証実験

シンポジウム発表▲
(3/12～3/13)

▲シンポジウム発表
中間報告
(10/10)

実装設計

分析モデル構築

分析アプリ構築＆実装

実証実験

結果解析

成果まとめ

実証実験予定先：イトメン株式会社（製麺工場、大竹麺機製設備導入）


